
多段決定過程とは、意思決定のプロセスを時系列に考えたとき、各時点での適切な
行動の決め方について考える数理モデルです。具体的には、システム制御を例に挙
げると、行動の選択はこれまで得られている情報をもとに結果も予測しながら決定
され、決定された行動から生じるシステムの状態変化からコストや利得などの
フィードバックをもとに、次の行動選択へとプロセスは推移します。このような時
系列に表現されるプロセスでの行動の最適化にかかわる数学理論の研究として、最
適解の存在やその特徴、動的計画法や線形計画法などによる最適化のアルゴリズム
の構築、また、不確実性のもとで強化学習に代表される学習理論を研究しています。
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図：マルコフ決定過程の例

この分野の応用事例はとても幅広く、たとえば、身近で簡単な例では、商品の在庫
管理、機械の取替え問題、通信ネットワークのトラフィック制御問題などがあり、
最適制御に関わる諸問題が解決可能です。また、行動生態学の分野にも、この数理
モデルが応用されています。これらの応用事例や解析では、数理モデルを構成して
いるパラメータはある一定の仮定もとで最適化を考察することが従来の研究でした
が、本研究テーマでは、不確実な状況下でモデルパラメータの学習を取り入れた最
適制御の新たな研究を行っています。
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理論的研究の側面では、不確実な状況下でのモデルパラメータ、特に推移を決めている
推移確率行列のパラメータの学習のために、ベイズ統計に基づく推定手法を用いた学習
理論と適応制御の研究を行っており、実際の経済活動や制御問題への適用に取り組みた
いと思っています。品質管理への応用研究においても、海外ではマルコフ決定過程によ
る解析事例とその有効性が示されており、我々の研究についても理論と実際的応用の両
方の研究に取り組んで参りたいと思っています。

主に理論研究をしていますが、その実際的応用の

研究にも大変興味があります。我々が研究している計

画数学の分野では、理論研究の実際問題への適用も積極

的に行われています。動的計画法による文字認識の解析の

応用もその成功事例の一つとして挙げられます。統計的品

質管理、特に、モデルパラメータの不確実性を含む生産管

理工程などの解析において、企業様と連携して多段決定

モデルによる理論と応用の研究ができればと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。
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